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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
歴
史
を
取
り
戻
せ
！
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
９
３
２
Ｗ

【
作
者
名
】

　
雛
 

ヒ
ヨ
コ

【
あ
ら
す
じ
】

　変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
歴
史
を
元
に
戻
す
た
め
に
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
桜
の

見
た
も
の
は
！
？

ち
ょ
ー
仲
の
い
い
源
氏
と
平
家
。

野
心
の
無
い
戦
国
武
将
達
。
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が
幕
末
に
だ
い
集
結
！
？

果
た
し
て
、
歴
史
は
元
に
戻
る
の
か
！
？
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序
章

可
笑
し
い
。

何
か
が
お
か
し
い
。

一
体
、
こ
の
一
週
間
で
何
が
起
っ
た
の
だ
？

桜
は
、
違
和
感
を
感
じ
な
が
ら
大
学
院
へ
む
か
っ
た
。

沖
田
 

桜
 
 

１
９
歳
。

た
っ
た
１
６
歳
で
博
士
号
を
獲
得
し
た
、
天
才
。

今
は
、
日
本
の
歴
史
を
専
門
に
研
究
す
る
教
授
。

今
日
ま
で
、
学
会
の
発
表
の
た
め
に
、
家
に
こ
も
っ
て
、
論
文
を
書
い
て
い
た
。

や
っ
ぱ
り
、
何
か
違
和
感
が
あ
る
・
・
・

桜
が
辺
り
を
見
回
し
て
い
た
時
。

「
沖
田
君
」

少
し
、
し
わ
枯
れ
た
、
け
れ
ど
耳
馴
染
み
の
い
い
声
が
桜
を
よ
ん
だ
。

「
豊
田
博
士
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
ど
う
か
さ
れ
た
ん
で
す
か
？
」

桜
の
博
士
時
代
の
恩
師
の
豊
田
 

惇
が
切
羽
詰
ま
っ
た
顔
で
立
っ
て
い
た
。

「
君
に
し
か
、
頼
め
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
。
」
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教
授
と
博
士

「
私
に
し
か
、
頼
め
な
い
事
？
な
ん
で
し
ょ
う
？
？
」

頼
ま
れ
た
ら
断
れ
な
い
性
格
の
桜
は
、
博
士
の
話
を
二
つ
返
事
で
聞
く
こ
と
に

し
た
。

＊
＊
＊
＊

「
・
・
・
・
・
」

桜
は
今
、
博
士
の
研
究
室
で
、
紅
茶
を
飲
ん
で
い
た
。

な
か
な
か
、
話
し
出
さ
な
い
博
士
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
。

そ
う
し
て
い
る
と
、
博
士
は
覚
悟
を
決
め
た
よ
う
に
話
し
出
し
た
。

「
僕
は
、
歴
史
を
変
え
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
い
や
。
変
え
て
し

ま
っ
た
ん
だ
。
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
は
ぁ
？
」

博
士
時
代
の
先
輩
の
爆
弾
発
言
に
、
桜
は
つ
い
に
、
頭
が
お
か
し
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
、
と
失
礼
な
こ
と
を
考
え
て
し
っ
ま
っ
た
。
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「
別
に
、
頭
が
お
か
し
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
」

そ
ん
な
、
桜
の
気
持
ち
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
博
士
は
訂
正
し
て
語
り
だ
し

た
。
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タ
イ
ム
マ
シ
ン
！
？
（
前
書
き
）

遅
く
な
り
ま
し
た
。

今
度
か
ら
は
も
う
少
し
マ
メ
に
更
新
し
ま
す
。
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タ
イ
ム
マ
シ
ン
！
？

「
君
が
ま
だ
、
研
究
室
に
い
た
頃
、
時
間
を
遡
る
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン
を
作
る
研

究
を
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
」

覚
え
て
い
る
か
い
？

教
授
が
聞
い
て
く
る
。

馬
鹿
に
し
無
い
で
ほ
し
い
、
覚
え
て
い
る
に
決
ま
っ
て
い
る
。

私
が
研
究
室
を
で
る
、
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
研
究
な
の
だ
か
ら
。

１
６
歳
の
幼
い
私
に
と
っ
て
、
博
士
達
の
研
究
は
馬
鹿
げ
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
な
り
に
、
博
士
達
の
事
は
尊
敬
し
て
い
た
け
れ
ど
。

時
間
を
遡
る
と
か
、
あ
り
得
な
い
事
に
時
間
を
費
や
す
博
士
達
は
、
当
時
の
幼

い
私
に
と
っ
て
は
信
じ
ら
れ
な
い
、
事
だ
っ
た
。

同
時
に
研
究
者
と
言
う
仕
事
は
私
に
向
い
て
無
い
ん
だ
な
と
実
感
し
た
。

「
は
い
。
覚
え
て
い
ま
す
。
」

「
実
は
な
、
君
が
残
し
た
、
時
間
の
流
れ
と
速
度
の
分
子
の
研
究
レ
ポ
ー
ト
の

お
か
げ
で
、
つ
い
、
七
日
前
タ
イ
ム
マ
シ
ン
が
完
成
し
た
ん
だ
よ
。
」

あ
あ
、
あ
の
レ
ポ
ー
ト
が
・
・
・
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桜
は
、
な
ん
と
無
く
納
得
し
た
。

研
究
室
を
去
る
前
に
残
し
た
レ
ポ
ー
ト
、
あ
れ
は
自
分
で
も
完
璧
と
言
え
る
ほ

ど
の
出
来
栄
え
だ
っ
た
。

「
わ
し
ら
は
、
浮
か
れ
す
ぎ
て
い
た
。
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
し
で
か
し
て
し

ま
っ
た
ん
だ
・
・
・
」
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過
去
へ

「
ま
あ
、
と
に
か
く
タ
イ
ム
マ
シ
ン
を
み
て
く
れ
た
ま
え
」

一
通
り
話
し
た
後
、
博
士
は
タ
イ
ム
マ
シ
ン
が
あ
る
所
へ
桜
を
誘
導
し
よ
う
と

す
る
。

博
士
の
話
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
元
研
究
員
で
あ
る
桜
は
”

知
り
た
い
”

と
い
う
、
好
奇
心
に
は
か
て
な
っ
か
た
。

博
士
が
連
れ
て
き
た
の
は
、
研
究
室
の
一
角
だ
っ
た
。

そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
、
ミ
ニ
の
ロ
ッ
ケ
ト
の
よ
う
な
も
の
。

「
こ
れ
で
す
か
・
・
・
」

タ
イ
ム
マ
シ
ン
だ
と
言
う
も
の
を
目
の
前
に
し
て
、
や
っ
ぱ
り
好
奇
心
に
は
勝

て
な
い
桜
は
、

警
戒
し
な
が
ら
も
、
中
に
入
っ
た
。

そ
の
時
！
！
！

ー
ー
ー
ー
ド
ン
！
！
！
！

桜
は
背
中
を
押
さ
れ
、
何
か
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
し
ま
っ
た
。

「
え
っ
っ
っ
」
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「
時
代
を
戻
し
て
く
れ
！
！
頼
ん
だ
よ
沖
田
君
！
」

背
中
あ
お
押
し
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
博
士
、

そ
し
て
、
桜
の
返
事
も
待
た
ず
ド
ア
が
閉
め
ら
れ
る
。

「
え
っ
ち
ょ
っ
と
！
！
！
え
～
～
～
～
～
」

桜
の
意
味
に
も
な
ら
な
い
、
講
義
も
む
な
し
く
。

桜
の
視
界
か
ら
博
士
は
消
え
て
い
っ
た
、
否
。

桜
が
消
え
た
の
だ
。
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右
も
左
も

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

桜
は
さ
く
ら
の
並
木
が
並
ぶ
丘
に
立
っ
て
い
た
。

信
じ
ら
れ
な
い
、
光
景
に
声
が
出
な
い
。

丘
の
下
に
見
え
て
い
た
も
の
は
、
正
し
く
、
桜
が
研
究
し
て
い
る
、
江
戸
の
街

そ
の
も
の
だ
っ
た
。

「
う
そ
・
・
・
・
・
そ
ん
な
こ
と
っ
て
・
・
・
」

本
当
に
、
時
を
超
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

「
あ
り
え
な
い
」

研
究
し
て
い
た
と
は
い
え
、
過
去
は
過
去
。

桜
は
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
過
去
に
一
人
放
り
出
さ
れ
た
の
だ
。
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「
あ
り
え
な
～
～
～
～
い
」

桜
は
た
だ
、
た
だ
叫
ぶ
し
か
な
っ
か
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

歴史を取り戻せ！！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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